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施策名 保健・医療の推進

施策関連課名

総合
計画
体系

71,880

市民が自発的に健康診断や予防接種をうけて自分の健康に関心がもてるようになる。
また、健康教育や栄養指導を積極的に受診するなどして自分の健康は自分で守るよ
うになる。

政策名 ともに生き支えあうまちの形成

② 意図（この施策によって対象をどう変えるのか）
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特定健診の受診率
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安心して医療を受けられるこ
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割合（救急医療体制の満足
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食に関する研修会
等への参加人数

医療機関に4回以
上照会をおこなっ
た救急件数

Ａ：生活習慣病予防に関する成果を示す。
　【受診者数÷対象者数（国保に加入している４０歳～７４歳）×１００】
Ｂ：医療提供体制に対する市民の安心感を示す。
　【市民アンケートの『医療機関の救急医療体制に満足していますか』において、
　　「満足している」「やや満足している」と回答した人の割合】
Ｃ：感染症予防の効果を示す。
　【予防接種実施者数÷インフルエンザ接種対象者（10月1日現在）×１００】
Ｄ：健康保持や生活の質の向上への支援に関する成果を示す。
　【食生活改善推進員が開催した教室に参加した市民の数】
Ｅ：救急医療体制の充実度を示す。
　【救急出動で、医療機関に受入の照会を4回以上行った件数】

8,100

①
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象
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Ａ：市特定診査等実施計画に基づき29年度目標値60.6%を設定
Ｂ：現行の救急医療確保対策事業の啓発や救急医療の適正利用に関する啓蒙を行い、5年間で約3％の上昇を見込
み目標値を設定
Ｃ：5年間で約2%の増加を見込み目標値を設定
Ｄ：研修内容の向上を目指し、H27年度実績（8,081人）の参加者を今後も目標として設定
Ｅ：H24年を基準に、5年間で約20%の減少を目標値として設定

単位

政策No.

施策No.

2

11

件

61.7

対象の大きさを表す指標　⇒　２－①　対象指標 意図の達成度を表す指標　⇒　２－②　まちづくり指標

２　指標の推移、指標設定の根拠等
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年度の実績評価）
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→全体計画の投入量を記入



４　評価結果（施策の有効性評価）

① 目標達成度評価（目標値と実績値との比較） 

目標値より高い実績値だった

目標値どおりの実績値だった

目標値より低い実績値だった

② 時系列比較（基本計画現況値からの推移）

成果がかなり向上した

成果がどちらかと言えば向上した

成果はほとんど変わらない（横ばい状態）

成果がどちらかと言えば低下した

成果がかなり低下した

③ 他自治体との成果実績値の比較

かなり高い成果水準である

どちらかと言えば高い成果水準である

ほぼ同水準である

どちらかと言えば低い成果水準である

かなり低い成果水準である

５　まとめ（課題の抽出と解決の方向性）

健診の勧奨については、愛育会の口コミや回覧で周知している。
健康リーグ対象事業としても協力団体を通じて勧奨している。ま
た、生活習慣病治療者については、かかりつけ医からの情報提供
で受診率を延ばしている。今年度は、特に、薬剤師会に受診勧奨
及びかかりつけ医からの情報提供の案内を依頼する予定。
健診３年間の未受診者には個別通知をして、受診者にはインセン
ティブを提供して受診者の増加を目指す。

今年度、健康リーグの中で生活習慣病予防及び重症化予防事業
として、ウォーキングを中心にした健康づくりを広めていく予定。３
か月間取り組んでもらい、健康状況の変化を検証する。今年度の
成果で来年度以降の事業拡大を検討していく。

特定健診の受診率は、目標値には至らないが増加傾向にあるが、４０～
５０代男性の受診率は低く横ばい状態が続いている。

生活習慣病（高血圧症、糖尿病など）からの重症化により、医療費が増
加傾向。

県、甲府市及び中巨摩の市町と甲府市及び中巨摩医師会と救急
医療の広域化に向けた話し合いを継続している。市の高齢化を考
慮すると、段階的な広域化が必要と思われるため、話し合いを重
ねていく必要がある。

施策の課題
（現状の問題点）

課題解決の方向性

市の休日夜間診療及び２次救急は中巨摩医師会に協力いただいて体
制を整えている。５年後、医師の働き方改革が制度化されると、現在の
ような体制の継続は厳しくなるため、甲府圏域などとの広域化が必要。

・特定健診受診率については、目標値を下回っているが年々増加傾向にある。県
内の市の中では二番目に高い受診率となっている。

※左記の理由

・救急医療の満足度については、前年度より増加し目標値に近づいている。
・高齢者インフルエンザ接種率については、Ｈ２９年度減少したが経年的にみると
接種率は、ほぼ横ばい傾向だが目標値には近い。
・救急医療体制は、ほぼ横ばい傾向。

※左記の理由

・特定健診受診率は、目標値は下回っているが年々増加傾向にある。
・食に関する研修会への参加人数は、昨年より減少したが目標数以上である。

※左記の理由


